

























































































































































第 195 条 幼稚園ハ満三歳ヨリ尋常小学校ニ就学スルマテノ幼児ヲ保育スルヲ以テ目的トス






























































幼稚園制度は、その後「小学校令」から分離独立した「幼稚園令」（勅令第 74 号、大 15＝1926）お
よび「幼稚園令施行規則」（文部省令第 17 号、大 15＝1926）の制定によって完成をみることになる。
その主な条文を示すと次の通りである。
平安女学院大学研究年報 第 8号 2007
－ 5 －
〔幼稚園令〕
第 1 条 幼稚園ハ幼児ヲ保育シテ其ノ心身ヲ健全ニ発達セシメ善良ナル性情ヲ涵養シ家庭教育
ヲ補フヲ以テ目的トス
第 6 条 幼稚園ニ入園スルコトヲ得ルモノハ三歳ヨリ尋常小学校就学ノ始期ニ達スル迄ノ幼児
トス 但シ特別ノ事情アル場合ニ於テハ文部大臣ノ定ムル所ニ依リ三歳未満ノ幼児ヲ
入園セシムルコトヲ得
第 9 条 保姆ハ幼児ノ保育ヲ掌ル 保姆ハ女子ニシテ保姆免許状ヲ有スル者タルヘシ
第 13 条 幼稚園ノ設置廃止、保育項目及其ノ程度、編制並設備ニ関スル規定ハ文部大臣之ヲ定ム
〔幼稚園令施行規則〕




























































































1 平成 18 年法律第 77 号「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」（平成 18
年 10 月 1 日施行）。
2 林久雄・吉田宏岳編『保育叢書 5・保育原理』福村出版（昭 56、1981）p. 21。
3 同上、p.21。
4 文部省調査部『幼児保育に関する諸問題』調査資料第 7輯、1942、p. 26。『文部省調査部調査資料第 7輯』
湘南堂書店、1981、復刻版。
5 文部省達第 3号「学齢未満ノ幼児ハ幼稚園ノ方法ニ因リ保育」同上、p. 156。
6 中村五六『保育法』国民教育社、1906、pp.1-2。岡田正章監修『明治保育文献集 第 8巻』、日本らいぶらり、
1977、復刻版 pp.189-90。
7 大日本百科辞書大正七年増訂改版『教育大辞書』第 3巻、同文館蔵版、1918、pp. 1744－45。日本図書セン
ター、復刻版、1997。
8 同上、p. 1900。
9 和田実『実験保育学』フレーベル館出版部、1932、pp. 9－11。岡田正章監修『大正・昭和保育文献集 第 10
巻』日本らいぶらり、1978、復刻版所収。
10 文部省訓令第 9号「幼稚園令及幼稚園令施行規則制定ノ要旨並施行上ノ注意事項」（大 15、1926）、文部省調
査部『幼児保育に関する諸問題』調査資料第 7輯所収、1942、pp. 173－74。『文部省調査部調査資料第 7輯』
湘南堂書店、1981、復刻版。
11 岡部茂「筧雄平の託児所創設の時期に関する研究」日本保育学会大会発表論文抄録No.22、1969、pp. 7－9。
12 当時の幼稚園、託児所等の数及び保育児数は次の通りである。幼稚園 1,542 施設 177,542 人、常設託児所 749
施設 114,050 人、季節託児所 9,455 施設 725,865 人、その他 826 施設人数不明（昭和 15 年 3 月、文部省調）。
文部省調には未回答の府県があるため、厚生省調のデータを示すと、常設保育所 1,084 施設 87,113 人（昭和
13 年 6 月）、季節保育所 16,538 施設 871,743 人（昭和 14 年 8 月）、工場付設保育所 7,990 施設、鉱山付設保
育所 8,617 施設（昭和 14 年 10 月、いずれも厚生省社会局調）となる。文部省調査部、前掲書、pp. 31－49。





Change of“Hoiku”concept in the preschool education（1）
－“Hoiku”as an integrated concept of“education and welfare”－
Shigeru KIMIJIMA
“Nintei-Kodomoen”, the new integrated preschool education system, started in 2006 in Japan. For over
a century, the preschool education facilities had been divided into two groups : day care centers which
focused attention on “care”, and kindergartens which emphasized “education”.
In the first paper（1）, I want to analyze the process of how this division occurred historically.
In the next paper（2）, I intend to discuss why the integrated concepts of “care” and “education” are
important for the future development of the preschool educational system.
Day nurseries gradually opened after the 1890's. They were soon positioned as a social welfare service,
and named “Hoiku-sho”（day care center）whereas the kindergarten would emphasize an educational
function. Such a dual system of preschool also succeeded in the postwar era, i.e. School Education Law
and Juvenile Welfare Law of 1947.
In the next paper（2）, the process in which the “Hoiku” concept is reevaluated to create an integrated
concept of “care” and “education” because of social changes such as urbanization and increasing nuclear
families after the 1960's. Through this paper, I will show that the “Hoiku” concept which includes “care”





のである。（文部省調査部調査資料第 7輯、1942、前掲書、p. 23 参照。）
14 林・吉田、前掲書、p. 22。
15 岡田正章・平井信義編集代表『保育学大辞典』第 1巻、第一法規出版、1983、p. 7。
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2006 年に「認定こども園」が発足した。これまで 100 年以上にわたって、就学前の教育は幼稚園
と保育所に分断されてきたが、新しく発足した「認定こども園」は、幼稚園と保育所の両方の機能を
兼ね備えた総合的な施設である。
本稿（その１）では、「保育」概念が「教育」と「保護」に分離していく過程を、当時の法令や文
献をもとに明らかにする。幼稚園制度の発足当初の「保育」概念は、教育と保護を統合した概念とし
て認識されていた。しかし、1890 年代から、託児所がだんだんと開設されてきて、やがて社会事業
として位置づけられ、「保育所」を名乗るようになると、幼稚園は教育機能を強調するようになって
いった。幼稚園と保育所のこのような二元制度は、戦後の学校教育法（1947）と児童福祉法（1947）
にも引き継がれていった。
次号（その２）では、1960 年代以降、経済の高度成長のもとで都市化、核家族化など社会環境が
急激に変化していく中で、「保育」概念がふたたび「保護と教育の統合」へと回帰していく過程を明
らかにする。
これらの考察を通して、「保育」概念が「教育と福祉を統合する」概念として捉え直され、乳幼児
期の子どもの発達を保障する積極的な概念となることを示したい。
君島 茂
－ 10 －
